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千代田町告示第１１８号

平成２８年第５回千代田町議会臨時会を次のとおり招集する。

平成２８年１０月７日

千代田町長 高 橋 純 一

１．期 日 平成２８年１０月１４日

２．場 所 千代田町議会議場

３．付議事件

（１）平成２８年度千代田町一般会計補正予算（第４号）
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〇 応 招 ・ 不 応 招 議 員

〇応招議員（１２名）

１番 大 澤 成 樹 君 ２番 酒 巻 広 明 君

３番 橋 本 和 之 君 ４番 大 谷 純 一 君

５番 森 雅 哉 君 ６番 川 田 延 明 君

７番 髙 橋 祐 二 君 ８番 小 林 正 明 君

９番 柿 沼 英 己 君 １０番 田 雄 君

１１番 青 木 國 生 君 １２番 襟 川 仁 志 君

〇不応招議員（なし）
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平成２８年第５回千代田町議会臨時会

議事日程（第１号）

平成２８年１０月１４日（金）午前９時３０分開会

日程第 １ 会議録署名議員の指名

日程第 ２ 会期の決定

日程第 ３ 議案第３８号 平成２８年度千代田町一般会計補正予算（第４号）

本日の会議に付した事件

議事日程のとおり

〇出席議員（１２名）

１番 大 澤 成 樹 君 ２番 酒 巻 広 明 君

３番 橋 本 和 之 君 ４番 大 谷 純 一 君

５番 森 雅 哉 君 ６番 川 田 延 明 君

７番 髙 橋 祐 二 君 ８番 小 林 正 明 君

９番 柿 沼 英 己 君 １０番 田 雄 君

１１番 青 木 國 生 君 １２番 襟 川 仁 志 君

〇欠席議員（なし）

〇地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 高 橋 純 一 君

副 町 長 坂 本 道 夫 君

教 育 長 岡 田 哲 君

総 務 課 長 椎 名 信 也 君

財 務 課 長 柿 沼 孝 明 君

住民福祉課長 森 茂 人 君

環境保健課長 荒 井 稔 君

経 済 課 長 野 村 真 澄 君

都市整備課長 石 橋 俊 昭 君
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会 計 管 理 者 小 暮 秀 樹 君兼 会 計 課 長

教 育 委 員 会 宗 川 正 樹 君事 務 局 長

〇職務のため出席した者の職氏名

事 務 局 長 田 村 恵 子

書 記 安 西 菜 月

書 記 大 谷 英 希
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開 会 （午前 ９時３０分）

〇開会の宣告

〇議長（襟川仁志君） 改めまして、おはようございます。ただいまの出席議員は12名であります。

定足数に達しておりますので、ただいまから平成28年第５回千代田町議会臨時会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

〇諸般の報告

〇議長（襟川仁志君） 日程に入るに先立ち、諸般の報告をいたします。

今臨時会に付議される案件は、町長提案の補正予算１件であります。

続いて、例月出納検査結果報告については、平成28年度７月分、８月分が監査委員よりなされてお

りますので、報告いたします。

本日の出席説明員については、今朝ほど配付いたしました一覧表のとおりであります。

以上で諸般の報告を終わります。

〇会議録署名議員の指名

〇議長（襟川仁志君） これより日程に従い議事を進めます。

日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。

今臨時会の会議録署名議員は、議会会議規則第125条の規定により、

１１番 青 木 議員

１番 大 澤 議員

以上２名を指名いたします。

〇会期の決定

〇議長（襟川仁志君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今臨時会の会期は、本日１日といたしたいと思います。これにご異議ございま

せんか。

［「異議なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） ご異議なしと認めます。

よって、今臨時会の会期は本日１日と決定いたしました。

〇議案第３８号の上程、説明、質疑、討論、採決

〇議長（襟川仁志君） 日程第３、議案第38号 平成28年度千代田町一般会計補正予算（第４号）に

ついてを議題といたします。
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書記に議案を朗読させます。

［書記朗読］

〇議長（襟川仁志君） 町長に提案理由の説明を求めます。

高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 皆さん、おはようございます。議案第38号 平成28年度千代田町一般会計補

正予算（第４号）につきまして、提案理由の説明を申し上げます。

本案は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ4,611万6,000円を追加し、予算の総額を歳

入歳出それぞれ50億2,937万2,000円とするものであります。

補正の内容を申し上げますと、歳入では財政調整基金から繰り入れを行い、財源といたします。

次に、歳出でありますが、総務費の情報システム事業に基幹系データ提供作業に係ります電算業務

委託料4,611万6,000円を追加いたします。

現在本町の基幹系電算システムにつきましては、契約を１年延長し、来年９月末をもって期間満了

となります。邑楽郡内を見ますと、本町のみ契約先が異なる状況でありますので、これらを踏まえ、

次期システムの検討を進めてまいりました。検討の結果、複数の自治体が情報システムを共同化、集

約化することで、システムの使用料や管理費用などが削減できること、また管理、運用に必要な業務

負担の軽減が図れること、更には災害時に相互利用が可能となり、業務継続を確保できることなどか

ら、邑楽郡内各町がシステム共同利用する自治体クラウドへ移行することとなったものであります。

このため、情報システム内で管理される千代田町の住民情報データを現行の電算会社から新たな電

算会社の別システムへデータを移行することに伴いまして、現行の電算会社へデータの提供の作業を

委託する必要が生じますことから、今回必要経費を追加するものであります。

よろしくご審議の上、決定くださいますようよろしくお願い申し上げます。

以上です。

〇議長（襟川仁志君） 説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

５番、森議員。

〇５番（森 雅哉君） このシステムは、邑楽郡の複数の自治体でチェックもできるし、とても期待

できるものだと思います。ちょっとお聞かせいただきたいのですけれども、この両毛システムズとい

うところについて、安全性というか、そのシステムとかも含めてご検討されたと思うのですけれども、

その辺少しお聞かせいただければと思います。

〇議長（襟川仁志君） 椎名総務課長。

〇総務課長（椎名信也君） 森議員のご質問でございます。

新しく事業者がかわるということで、現行の株式会社ＧＣＣから、新しい両毛システムズへ変更と
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いうところでございます。また、両毛システムズの内容というようなこともございました。両毛シス

テムズにつきましては、群馬県内はもとより、埼玉県あるいはほかの他県にも進出して、システムの

運営を行っている会社でございます。特に東毛地区につきましては、太田市、館林市、千代田町を除

く郡内各町、それらは現在両毛システムズで運用を図っているというようなところでございます。

そうした中で、自治体クラウド、これは先ほどもお話しさせていただきましたが、メリットが十分

にあるというようなところでございます。コストの削減、住民への良好な情報提供、そして安全性と

いうところでございます。そうした中で、安全性につきましては今現在郡内各町におきましては自分

のところでサーバーで管理しているところ、あるいは桐生市の両毛システムズの本社のほうで管理し

ているところ、いろいろあるわけでございますが、今回クラウド化によりまして耐震設備あるいは警

備関係もしっかりしている両毛システムズの施設へ持っていって管理するというようなことでござい

ます。従いまして、安全性につきましては確保できるものと考えております。

以上です。

〇議長（襟川仁志君） ５番、森議員。

〇５番（森 雅哉君） 非常に実績のある、安定して安心できる会社ということで、ご説明ありがと

うございました。

〇議長（襟川仁志君） ほかに質疑はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 質疑を終結いたします。

討論に入ります。最初に、反対討論はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 討論を終結いたします。

採決いたします。

議案第38号 平成28年度千代田町一般会計補正予算（第４号）について、原案どおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、議案第38号は原案どおり可決されました。

以上で今臨時会に付議された案件は全て議了いたしました。

〇町長挨拶

〇議長（襟川仁志君） 町長に発言を求められておりますので、これを許します。

高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］
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〇町長（高橋純一君） 平成28年第５回議会臨時会の閉会に当たりまして、一言ご挨拶申し上げます。

今臨時会では、住民基本台帳データなどを扱う基幹系システムの電算会社移行に伴う補正予算につ

きましてご承認いただき、誠にありがとうございます。先ほど提案理由の際にもお話しさせていただ

きましたが、今回本町においても近々さまざまな分野で活用が進んでいるクラウドコンピューティン

グ技術を活用し、情報システムの集約と共同利用を進めることにより、経費の削減や住民サービスの

向上を図るものであります。郡内との自治体クラウドにつきましては、単に経費の削減だけでなく、

東日本大震災の経験も踏まえ、堅牢なデータセンターを活用することで住民情報を保全し、災害、事

故等発生時の業務継続を確保する観点から参加を決めたわけであります。このほかにも現在行政運営

上においても既に水道事業や後期高齢者医療制度など、広域的な取り組みが積極的に進められており

ます。

今後につきましても、住民の幸せな暮らしを第一に、それぞれの事業成果を確認しつつ、より効果

的な行政運営を進めてまいる所存でありますので、議員の皆様には特段のご理解とご支援を賜ります

ようお願い申し上げます。

最後になりますが、朝晩日ごとに冷え込んでまいりました。議員各位におかれましては、くれぐれ

も健康にご留意いただき、引き続き本町発展のために活躍いただきますようご祈念申し上げまして、

閉会に当たり挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。

〇閉会の宣告

〇議長（襟川仁志君） 以上をもちまして平成28年第５回千代田町議会臨時会を閉会いたします。

大変ご苦労さまでした。

閉 会 （午前 ９時４２分）
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上記会議の 末を記載し、その相違ないことを確認し、ここに署名する。

平成２８年 月 日

千代田町議会議長 襟 川 仁 志

①署 名 議 員 青 木 國 生

②署 名 議 員 大 澤 成 樹
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